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 点検・整備・取り扱い 

[ジャッキアップ] 

正しく使用しないと 

重大な事故のおそれが！
凸凹路面ややわらかい路面でのジャッキアップやクルマの下にもぐる行為は

絶対にダメ！ジャッキが倒れ、重大な事故につながるおそれが。 

For Safety 安全のポイント 

 POINT 01 

安全な場所にきちんと駐車し、 

エンジンを止めてから作業する。
ジャッキアップする時は、平坦で安全な硬い場所にクルマを止めてください。 

オートマチック車の場合はセレクターレバーを「P」に入れ、エンジンを止めて駐車ブレー

キを確実にかけてください。マニュアル車の場合はエンジンを止めシフトレバーを「R（リ

バース）」に入れ、駐車ブレーキを確実にかけてください。

 POINT 02 

必ず輪止めを使用する。 
ジャッキアップするタイヤから一番遠いタイヤの前後に輪止めをしてクルマが動かない

ようにしてください。 

輪止めがない時は、タイヤを固定できる大きさの石などで代用できますが、事前に輪止
めを準備しておくと便利で安心です。

また、ジャッキアップする前に、ジャッキのねじ部に異物の付着が無いか確認してくだ

さい。

 POINT 03 

ジャッキは指定位置に正しくかける。 
ジャッキは必ず指定位置（ジャッキアップポイント）に正しくかけてください。 ジャッキ

アップポイントを誤ると、車体がへこんだり、ジャッキが倒れて、重大な傷害を受けるお

それがあります。

指定位置（ジャッキアップポイント）は、取扱説明書をご確認ください。

 POINT 04 

作業中は周囲に注意。 
作業中は周囲の安全に十分注意してください。また、クルマの下にもぐったり、クルマを

ゆすったりしないでください。ジャッキが倒れて、重大な傷害を受けるおそれがあります。 

重大事故の多くはクルマの下にもぐって作業をしている時に発生しています。 

三菱自動車お客様相談センター 

0120-324-860 
オープン時間：9 時～17 時（土日祝・弊社休日 9 時～12 時・13 時～17 時）

意外と知らないクルマの安全ガイド https://www.mitsubishi-motors.co.jp/support/safety/popup/index.html 

※050～で始まる番号など、一部の IP電話からはつながらない場合がございます。

ジャッキアップは安全な場所に停車しエンジンを止め 

平坦で硬い場所で行ってください。 
ジャッキアップはタイヤが浮いた非常に不安定な状態です。エンジンを停止しないなど安全を十分確保しないままジャッキ

アップすると、ジャッキが倒れて、重大な傷害を受けるおそれがありますのでご注意ください。

！ 




